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一般演題（口演）

2026年 10月 16日（金） 第 9会場（1階 小会議室 105＋106）

8：50～9：35 口演 1 EUS-BD 1
座長 瀧本 洋一 さいたま市立病院

大本 俊介 近畿大学病院消化器内科
O1―1 術後再建腸管における悪性胆道閉塞に対するEUS-HGSとシングルバルーン内視鏡補助下ERCPの比較

国立がん研究センター東病院 澤井 剛，他
O1―2 術後再建腸管を有する悪性胆道閉塞に対するEUS-BDとDB-ERCPの比較検討

斗南病院消化器内科 矢根 圭，他
O1―3 EUS-BDにおける最適なガイドワイヤ構造とは

福岡大学医学部消化器内科学講座 古賀 毅彦，他
O1―4 当院における安全で確実なEUS-HGSのためのデバイス・手技選択の検討

社会医療法人近森会近森病院消化器内科 梅下 仁，他
O1―5 切除不能悪性胆道閉塞に対するEUS-HGSにおけるプラスチックステントと自己拡張型金属ステントの比

較
国立がん研究センター東病院肝胆膵内科 岡田 晃宏，他

O1―6 演題取り下げ

2026年 10月 16日（金） 第 9会場（1階 小会議室 105＋106）

9：35～10：25 口演 2 EUS-BD 2
座長 奥野のぞみ 愛知県がんセンター消化器内科

藤田 祐司 NTT 東日本関東病院肝胆膵内科
O2―1 当院におけるEUS下胆道ドレナージ37例の検討―東北6県における地域連携による適応拡大と手技定型化

の意義―
山形大学医学部内科学第二講座 小山 創志，他

O2―2 当院におけるEUS-HGS，EUS-CDSの治療成績の検討
滋賀県立総合病院消化器内科 栗山 勝利，他

O2―3 当院におけるEUS下ランデブー法で胆道ドレナージを行った5例
新潟市民病院消化器内科 佐藤 宗広，他

O2―4 EUS-HGS術前シミュレーションにおけるVR任意断面再構成の有用性
香川大学医学部消化器神経内科 波間 大輔，他

O2―5 悪性胆道閉塞に対するEUS-HGSにおけるantegrade stenting併用の臨床的意義
国立がん研究センター東病院肝胆膵内科 岡田 晃宏，他

O2―6 肝内胆管ドレナージに対するEUS下肝十二指腸吻合術（EUS-HDS）の有用性：西日本多施設後方視的研究
大阪医科薬科大学第二内科 別所 希美，他

O2―7 進行胆道癌に伴うコントロール困難な胆管炎に対するERCPとEUS-BD併用ドレナージの有効性
横浜市立大学附属病院肝胆膵消化器病学 緒方 智樹
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2026年 10月 16日（金） 第 9会場（1階 小会議室 105＋106）

10：25～10：55 口演 3 胆道 ドレナージ
座長 高木 忠之 福島県立医科大学会津医療センター消化器内科

善如寺 暖 群馬大学大学院医学系研究科消化器・肝臓内科学
O3―1 ICI併用化学療法施行下における肝門部領域胆管癌に対する胆道ドレナージ戦略の検討

国立がん研究センター中央病院肝胆膵内科 大沼 法永，他
O3―2 肝門部領域胆管癌に対する術前待機中の胆道ドレナージ管理：RBO発生が与える影響

順天堂大学医学部順天堂医院消化器内科 高橋 翔，他
O3―3 Endoscopic dual biliary drainage for high-grade unresectable malignant hilar biliary strictures

宇治徳洲会病院消化器内科 楠野 颯樹，他
O3―4 ドレナージチューブを残さない一期的な経皮経肝的胆管金属ステントの留置は安全・有効である

総合病院国保旭中央病院消化器内科 金 宰絃，他

2026年 10月 16日（金） 第 10会場（4階 小会議室 401）

8：50～9：25 口演 4 胆嚢腫瘍（ICPN）
座長 平林 健一 富山大学学術研究部医学系病理診断学講座

池田恵理子 自治医科大学内科学講座消化器内科部門
O4―1 腹腔鏡下胆嚢摘出術を施行後に偶発指摘された胆嚢内乳頭状腫瘍（intracholecystic papillary neoplasm：

ICPN）の2例
大阪労災病院消化器外科 瀧内 大輔，他

O4―2 当科で経験したICPN7例の検討
筑波記念病院消化器外科 吉田 淳，他

O4―3 胆嚢内乳頭状腫瘍 切除例7例の検討
国家公務員共済組合連合会浜の町病院外科 山元 啓文，他

O4―4 当院における浸潤性胆嚢内乳頭状腫瘍の臨床病理学的検討
新潟県立中央病院外科 鈴木 晋，他

O4―5 胆嚢ICPNの臨床・分子病理学的特徴
東北大学大学院医学系研究科病態病理学分野 齊藤 里実，他

2026年 10月 16日（金） 第 10会場（4階 小会議室 401）

9：25～10：10 口演 5 胆道 炎症
座長 石戸圭之輔 弘前大学大学院医学研究科消化器外科学講座

佐久間 文 獨協医科大学医学部 内科学（消化器）講座
O5―1 中等症以下の結石性胆管炎に対する抗菌薬の短期投与の妥当性についての検討

国立国際医療センター消化器内科 中村 暁子，他
O5―2 胆嚢管低位合流を伴う胆嚢管内結石嵌頓による急性胆嚢炎に対する2例の治療経験

甲南医療センター消化器外科 北村 優，他
O5―3 肝炎症性偽腫瘍を契機に診断されたIgG4関連硬化性疾患の一例

済生会広島病院消化器内科，国立病院機構呉医療センター臨床研究部 山口 厚，他
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O5―4 腹腔鏡下胆のう摘出後に顕在化したIgG4関連硬化性胆管炎の一例
春秋会城山病院消化器内科，春秋会城山病院消化器外科 跡地 春仁，他

O5―5 肝門部領域胆管癌が疑われたがステロイドミニパルス療法にて手術を回避した1例
上都賀総合病院内科 海宝 雄太，他

O5―6 総胆管結石性胆管炎の併発により診断に苦慮したirAE胆管炎の一例
JA愛知厚生連海南病院消化器内科 伊藤福之助，他

2026年 10月 16日（金） 第 10会場（4階 小会議室 401）

10：10～10：40 口演 6 外科 その他
座長 岡野 圭一 香川大学消化器外科学

渡部 文昭 自治医科大学附属さいたま医療センター一般消化器外
科

O6―1 腹腔鏡下胆嚢摘出術後1日目に行う血液検査の意義について
三楽病院外科 根東 順子，他

O6―2 胆嚢摘出術のSSIサーベイランスとSSI分離菌の検出状況
兵庫県立西宮病院消化器外科，兵庫県立西宮病院感染対策チーム 橋本 和彦，他

O6―3 胆摘既往は近位大腸癌の予後不良因子である：単施設後ろ向きコホート研究
東京慈恵会医科大学外科学講座肝胆膵外科 恒松 雅，他

O6―4 超高齢者腹腔鏡下胆嚢摘出術の現状と推移
済生会富山病院 坂東 正，他

2026年 10月 16日（金） 第 10会場（4階 小会議室 401）

14：00～14：35 口演 7 胆嚢炎 外科
座長 田端 正己 松阪中央総合病院外科

武田 裕 関西労災病院消化器外科
O7―1 当院における総胆管結石症に対する腹腔鏡下胆管切開結石摘出術

関西労災病院外科 木下 満，他
O7―2 急性胆嚢炎早期手術症例における術後合併症関連因子の検討

鹿児島共済会南風病院外科 矢野 公一，他
O7―3 胆嚢炎に対する胆嚢亜全摘時の断端閉鎖法―Omentum plugging technique―の有用性

滋賀医科大学消化器・一般外科学講座 前平 博充，他
O7―4 圧肝鈎を用いたfundus first techniqueによる腹腔鏡下胆嚢摘出術の工夫

聖マリアンナ医科大学消化器・一般外科 井田 圭亮，他
O7―5 ICG蛍光法で胆管損傷回避に繋がった腹腔鏡下胆嚢摘出術の安全な手術戦略

横浜新緑総合病院消化器センター 佐々木一憲，他
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2026年 10月 16日（金） 第 10会場（4階 小会議室 401）

14：35～15：05 口演 8 English Session 1
座長 Jong Ho Moon SoonChunHyang University College of Medicine, Korea

Haruka Toyonaga Department of Gastroenterology and Hepatology,
Kansai Medical University Medical Center

O8―1 Clinical impact of disposable elevator-cap duodenoscopes on post-ERCP cholangitis：a prospective cohort
study

Department of Internal Medicine and Liver Research Institute,
Seoul National University Hospital Chang Hyun Kim, et al.

O8―2 演題取り下げ
O8―3 Epithelial Subtypes and Tumor Microenvironment on Metastasis in Resected Ampulla of Vater

Carcinoma
Department of Medicine, Samsung Medical Center,

Sungkyunkwan University School of Medicine Joo Kyung Park, et al.
O8―4 AI-powered hierarchical classification of ampullary neoplasms：a deep learning approach using white-

light and narrow-band imaging
Department of Internal Medicine and Liver Research Institute, Seoul National University Hospital,

Seoul National University College of Medicine, Seoul, Korea Ji Kon Ryu, et al.

2026年 10月 16日（金） 第 10会場（4階 小会議室 401）

15：05～15：40 口演 9 English Session 2
座長 Pradermchai Kongkam Pancreas Research Unit, Chulalongkorn University,

Thailand
Takeshi Okamoto Cancer Institute Hospital JFCR

O9―1 CERES-BILAT Preliminary Results：A Randomized Trial Comparing CERES（ERCP + EUS-HGS）versus
Bilateral ERCP in Unresectable Malignant Hilar Biliary Obstruction

Department of Surgery, Roi-Et Hospital, Ministry of Public Health Passakorn Sodarat, et al.
O9―2 Feasibility of a Modified Intraductal Fully Covered Self-Expandable Metal Stent in Unresectable

Malignant Hilar Obstruction
Department of Gastroenterology, Soonchunhyang University School of Medicine,

Cheonan Hospital Tae Hoon Lee, et al.
O9―3 Systemic Triplet-Regimen Chemotherapy could be a Major Contributing Factor to Stent Dysfunction in

Patients with Malignant Hilar Obstruction
Digestive Disease Center, CHA Bundang Medical Center,
CHA University School of Medicine Chang-il Kwon, et al.

O9―4 The efficacy and safety of endoscopic ultrasound-guided hepaticoduodenostomy for drainage of the right
biliary system

Department of Gastroenterology, Asan Medical Center, University of Ulsan College of Medicine, Seoul,
South Korea Sung Hyun TCho, et al.
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O9―5 Gallstone clearance with peroral cholecystoscopy after EUS-guided gallbladder drainage in high-risk
surgical patients：A large single-center cohort study

Department of Internal Medicine, Eunpyeong St. Mary’s Hospital,
College of Medicine, The Catholic University of Korea Sung Woo Ko, et al.

2026年 10月 16日（金） 第 11会場（4階 小会議室 402＋403）

8：50～9：20 口演 10 ERCP関連偶発症 1
座長 髙野 祐一 昭和医科大学藤が丘病院消化器内科

星 恒輝 石井会石井病院内科
O10―1 当院におけるEST後出血の検討

兵庫県立はりま姫路総合医療センター消化器内科 横井 美咲，他
O10―2 ERCPにおける十二指腸乳頭処置の偶発症リスクの検討

関西労災病院消化器内科 川田 沙恵，他
O10―3 EST後出血に対する大型球状電極デバイスを用いた止血術の検討

市立四日市病院消化器内科 小林 真，他
O10―4 Therapeutic thin endoscopeによるdirect gallbladder endoscopyにより回収し得たEUS下胆嚢ドレナージ

後胆嚢内ステント迷入の1例
静岡県立総合病院消化器内科 小林 優介，他

2026年 10月 16日（金） 第 11会場（4階 小会議室 402＋403）

9：20～9：55 口演 11 ERCP関連偶発症 2
座長 髙﨑 祐介 順天堂大学消化器内科

山元 勝悟 獨協医科大学医学部 内科学（消化器）講座
O11―1 EST後出血に対しカバー付き自己拡張型金属ステントで止血し得た3症例

山形県立中央病院消化器内科 伊藤 美保，他
O11―2 内視鏡的乳頭部切除術におけるENBD・ENPD同時留置による後出血予防効果の検討

国立がん研究センター中央病院肝胆膵内科 白幡 慶太，他
O11―3 高齢者ERCPにおける治療前リスク評価の検討―鎮静関連偶発症および抗血栓薬管理の観点から―

市立甲府病院消化器内科 門倉 信
O11―4 90歳以上の超高齢者に対するERCPの治療成績と安全性

埼玉協同病院 開原 英範，他
O11―5 十二指腸ファーター乳頭の解剖学的特徴とERCP後膵炎発症リスクとの関連

多根総合病院消化器内科 小泉 葵，他

2026年 10月 16日（金） 第 11会場（4階 小会議室 402＋403）

9：55～10：30 口演 12 ERCP 1
座長 石井 康隆 広島大学病院消化器内視鏡医学講座

山田美保子 名古屋大学付属病院消化器腫瘍外科
O12―1 当院における傍乳頭憩室・憩室内乳頭症例に対するアプローチ

北播磨総合医療センター 田中 俊多，他
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O12―2 術後再建腸管を有する胆管結石に対する内視鏡的治療戦略の検討：EUS下順行性治療vs.バルーン内視鏡
下ERCP

岐阜大学医学部附属病院第一内科 岩田 翔太，他
O12―3 胆嚢管アプローチ困難例におけるバルーンカテーテルの戦略的使用と有用性

旭川赤十字病院消化器内科 桃井 環，他
O12―4 術後再建腸管の小腸内視鏡下ERCPにおいてovertubeは必要か？

仙台厚生病院消化器内科 伊藤 聡司，他
O12―5 当院における内視鏡的乳頭切除術後遺残・再発に対する内視鏡的ラジオ波焼灼術の治療成績

名古屋大学大学院医学系研究科消化器内科学 青井 広典，他

2026年 10月 16日（金） 第 11会場（4階 小会議室 402＋403）

14：00～14：50 口演 13 胆管 ステント
座長 菊田 和宏 東北大学大学院医学系研究科消化器病態学

遠藤 壮登 筑波大学附属病院消化器内科
O13―1 悪性遠位胆管狭窄に対するmulti-hole型covered metal stentの治療成績 多施設共同後方視的研究

鹿児島大学大学院消化器疾患・生活習慣病学 山里 侑，他
O13―2 悪性遠位胆道狭窄に対するCSEMSの留置成績と胆嚢ステント留置による偶発症予防効果の検討

山口大学大学院医学系研究科消化器内科学 品川 右京，他
O13―3 当院における肝門部胆管癌の胆道狭窄に対するステント治療とTRBOに影響する因子の解明

富山県厚生連農業協同組合連合会高岡病院 田尻 勇気，他
O13―4 肝門部胆管閉塞に対する3本以上のmulti-stentingにおける新規プラスチックステントの有用性

福岡大学医学部消化器内科学講座 福山 真，他
O13―5 当院における切除不能悪性肝門部胆管狭窄に対するMulti-hole Covered self-expandable metallic stentの使

用経験
岩手医科大学医学部内科学講座消化器内科分野 本多 俊介，他

O13―6 再建腸管・胆管空腸吻合術後の悪性肝門部胆管狭窄に対してmulti-hole fully covered self-expandable
metal stentをstent-in-stentで留置した1例

福井県立病院消化器内科 須田 烈史，他
O13―7 良性胆管空腸吻合部狭窄に対する治療成績と金属ステント短期留置の有用性

東北医科薬科大学内科学第二（消化器内科） 猪股 奈々，他

2026年 10月 16日（金） 第 11会場（4階 小会議室 402＋403）

14：50～15：35 口演 14 トランスレーショナルリサーチ・その他
座長 佐々木 隆 がん研究会有明病院肝胆膵内科

富丸 慶人 大阪大学消化器外科
O14―1 Kras活性化とp53不活化による肝外胆管癌形成とIFNγ感受性

京都大学消化器内科 長尾 宗政，他
O14―2 ヒトにおける尿酸の胆汁排泄機構の検討

獨協医科大学日光医療センター消化器内科 佐藤 愛，他
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O14―3 総胆管結石患者におけるChemical-tagging LC-MS/MS法による血液中・胆汁中代謝物の解析と栄養摂取
状態の検討

日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二病院 宮部 勝之，他
O14―4 ブタ組織を用いた胃・肝臓共存モデルと単独モデルにおける胆管ステント逸脱挙動の比較評価

九州工業大学大学院生命体工学研究科 山田 宏，他
O14―5 防汚機能付加胆管ステントの開発

埼玉医科大学国際医療センター消化器病センター 合川 公康，他
O14―6 ブタ肝臓を用いたTemperature-Controlled Probeとnon-Temperature-Controlled Probeによるラジオ波焼

灼の比較検討
和歌山県立医科大学附属病院第二内科 竹内悠里子，他

2026年 10月 16日（金） 第 11会場（4階 小会議室 402＋403）

15：35～16：10 口演 15 胆嚢 ドレナージ 1
座長 松本 尊嗣 獨協医科大学医学部 外科学（肝・胆・膵）講座

矢根 圭 斗南病院消化器内科
O15―1 高齢・フレイル患者に対するLumen-apposing metal stentを用いたEUS下胆嚢ドレナージ術の初期成績

石川記念会HITO病院内科，香川大学消化器・神経内科学 小林 聖幸，他
O15―2 当院における超音波内視鏡下胆嚢ドレナージの現状

九州大学病院肝臓膵臓胆道内科 古田 朗人，他
O15―3 当院における胆のう結石に対する経皮経肝胆嚢鏡下砕石術（PTCCSL）の治療成績

福岡大学筑紫病院消化器内科 丸尾 達，他
O15―4 当院における超高齢者に対する超音波内視鏡下胆嚢ドレナージの施行経験について

イムス札幌消化器中央総合病院消化器内科 平田 甫，他
O15―5 PTGBDを施行した後期高齢者の早期退院に関与する因子の検討

山形市立病院済生館消化器内科 鍋島 立秀
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一般演題（口演）

2026年 10月 17日（土） 第 10会場（4階 小会議室 401）

9：00～9：45 口演 16 ERCP 2
座長 味木 徹夫 国立病院機構神戸医療センター外科

山本健治郎 秋田大学消化器内科
O16―1 ERCPにおける新しい画像支援システムとしてのEXの役割

大阪公立大学大学院医学研究科 垣谷 有紀，他
O16―2 当院での胆嚢腫瘍に対する診断能の検討

久留米大学医学部内科学講座消化器内科部門 平井 真吾，他
O16―3 内視鏡的逆行性胆管膵管造影施行時の胆管深部挿管におけるスフィンクテロトームと通常カテーテルの比

較検討
獨協医科大学医学部 内科学（消化器）講座，獨協医科大学日光医療センター消化器内科 久野木康仁，他

O16―4 除去困難な総胆管結石に対しドリル型拡張ダイレータが有用であった1例
藤田医科大学消化器内科 浅井 夕貴，他

O16―5 完全内臓逆位症の総胆管結石性胆管炎に対して，バルーン内視鏡下ERCPを施行した一例
秋田厚生医療センター消化器内科 津田 栄彦

O16―6 経口胆道鏡（POCS）における還流システムは術後胆管炎のリスク因子となるか
島根大学医学部附属病院消化器内科 大町 泰介，他

2026年 10月 17日（土） 第 10会場（4階 小会議室 401）

9：45～10：20 口演 17 English Session 3
座長 Tanyaporn Chantarojanasiri Department of Gastroenterology, Rajavithi hospital,

Ministry of health college of Medicine Rangsit
University, Thailand

Kazumasa Nagai Dept. of Gastroenterology and Hepatology, Tokyo
Medical University

O17―1 Does Endoscopic Sphincterotomy Alone Suffice? The Essential Role of UDCA in Reducing Recurrent
Calculous Cholangitis

Department of Gastroenterology and Hepatology, Hanyang University College of Medicine Jai Hoon Yoon, et al.
O17―2 Holmium Laser Lithotripsy using a percutaneous single-operator cholangioscopy in surgically altered

anatomy patients exploratory comparative analysis
Division of gastroenterology and hepatology, Department of Internal Medicine, Hallym University, Kangnam

Sacred Heart Hospital, Seoul, Korea Jae Keun Park, et al.
O17―3 Long-term efficacy and safety of short fully covered self-expandable metal stents for benign biliary

strictures after hepatobiliary surgery：A Multi-Center Retrospective Study
Division of Gastroenterology, Department of Internal Medicine, Yonsei University Wonju College of Medicine,

Wonju Severance Christian Hospital Dong Ki Lee, et al.
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O17―4 Fully covered metal stents with external plastic stent anchoring prolong time to recurrent biliary
obstruction versus uncovered stents in malignant distal biliary obstruction：a multicenter randomized
trial

Department of Gastroenterology, Seoul National University Hospital Su Young Shin, et al.
O17―5 Feasibility and safety of EUS-guided gallbladder drainage using an electrocautery-enhanced lumen-

apposing metal stent for inoperable acute cholecystitis with Niemeier type II perforation
Digestive Disease Center, Department of Internal Medicine, SoonChunHyang University College of Medicine,

Bucheon, Korea Il Sang Shin, et al.

2026年 10月 17日（土） 第 10会場（4階 小会議室 401）

10：20～10：55 口演 18 English Session 4
座長 Natsuyo Yamamoto National Center for Global Health and Medicine,

Department of gasroenterology
Il Sang Shin Digestive Disease Center, Department of Internal

Medicine, SoonChunHyang University College of
Medicine, South Korea

O18―1 Angiotensin system inhibitors use and its impact on survival in cholangiocarcinoma patients
Division of Gastroenterology, Department of Internal Medicine,

Ewha Womans University College of Medicine Jiyoung Keum, et al.
O18―2 演題取り下げ
O18―3 The occurrence of papillary stenosis after intraductal radiofrequency ablation after endoscopic

papillectomy：A single center experience
Department of Internal Medicine, School of Medicine,

Kyungpook National University Chang Min Cho, et al.
O18―4 Impact of Repeated Endobiliary Radiofrequency Ablation on Survival in Unresectable Perihilar

Cholangiocarcinoma
Department of Gastroenterology, Asan Medical Center, University of Ulsan College of Medicine,

Republic of Korea Yoonchan Lee, et al.
O18―5 Intraductal Radiofrequency Thermoablation and Radiotherapy Combined Treatment for Extrahepatic

Cholangiocarcinoma：Preliminary Results
Center for Liver and Pancreatobiliary cancer, National Cancer Center Sang Myung Woo, et al.

2026年 10月 17日（土） 第 10会場（4階 小会議室 401）

13：50～14：20 口演 19 合流異常
座長 喜多絵美里 千葉県がんセンター消化器内科

永島 一憲 足利赤十字病院
O19―1 出産時の胆管炎で発見された膵・胆管合流異常の一例

独立行政法人国立病院機構小倉医療センター外科 堤 宏介，他
O19―2 膵・胆管合流異常を背景とした胆嚢癌に発癌機序の異なる前癌病変を同時に認めた1例

高知大学医学部外科学講座 新納 健人，他
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O19―3 当院における先天性胆道拡張症及び膵・胆管合流異常に対する低侵襲手術の成績
関西労災病院消化器外科 新毛 豪，他

O19―4 膵・胆管合流異常診断のための胆道直接造影の重要性の検討
高知大学医学部外科学講座消化器外科 宗景 匡哉，他

2026年 10月 17日（土） 第 10会場（4階 小会議室 401）

14：20～15：05 口演 20 働き方改革・その他
座長 青木 修一 東北大学病院総合外科

小川 貴央 仙台市医療センター仙台オープン病院消化管・肝胆膵
内科

O20―1 重症急性胆管炎における栄養状態および骨格筋量指数の退院転帰に対する意義
昭和医科大学病院消化器内科 西原 成俊，他

O20―2 急性胆管炎における胆汁培養から検出された腸球菌陽性症例の特徴について
水戸協同病院消化器内科 有賀 啓之，他

O20―3 中等症急性胆管炎に対する待機的ドレナージによる働き方改革への寄与
茅ヶ崎市立病院消化器内科 池田 佳彦，他

O20―4 社会情勢の変化に伴う膵がん・胆道がん教室の開催方法の変化
JA広島総合病院 成本 実菜，他

O20―5 コロナ禍や働き方改革を経て変遷していく膵がん胆道がん教室のかたち
国立研究開発法人国立がん研究センター中央病院 冨永沙耶香，他

O20―6 2021年腹部超音波検診判定マニュアル改訂導入で当施設の超音波検診の成績 胆道がん発見数は増加した
か？

岩手県対がん協会診療部 村上 晶彦，他

2026年 10月 17日（土） 第 10会場（4階 小会議室 401）

15：05～15：50 口演 21 症例 胆嚢腫瘍 1
座長 黒木 保 国立病院機構長崎医療センター外科

廣野 誠子 兵庫医科大学肝胆膵外科
O21―1 GCD療法により病理学的完全奏効を得た局所進行胆嚢癌の1例

三井記念病院消化器外科 嘉島 相堯，他
O21―2 胆道出血を繰り返したAFP産生胆嚢癌の一例

虎の門病院消化器内科 平野 多紀，他
O21―3 胆嚢癌肉腫の術後再発に対してGCP療法が奏功した1例

松下記念病院外科 石井 博道，他
O21―4 再発胆嚢癌肉腫に対しGC/GCD療法後conversion手術によりpCRを得て無再発生存を維持している1例

高知赤十字病院消化器内科 岡﨑三千代，他
O21―5 胆嚢悪性リンパ腫の1例

名古屋掖済会病院 伊藤 博崇，他
O21―6 胆嚢mixed neuroendocrine-non-neuroendocrine neoplasm（MiNEN）の2例

稲沢市民病院 青木 聡典，他
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2026年 10月 17日（土） 第 11会場（4階 小会議室 402）

9：00～9：35 口演 22 胆道腫瘍 外科 1
座長 金本 秀行 静岡県立総合病院消化器外科

塚越真梨子 群馬大学総合外科学講座肝胆膵外科学
O22―1 胆嚢腫瘍に対する腹腔鏡下胆嚢全層切除/拡大胆嚢摘出術の治療成績

JCHO大阪病院外科 和田 浩志，他
O22―2 胆道癌切除例における予後因子としてのL3-SMIの有用性に関する検討

神戸大学医学部附属病院肝胆膵外科 宮﨑 隼人，他
O22―3 胆嚢癌における腹腔鏡下拡大胆嚢摘出術の適応

大阪公立大学大学院医学研究科肝胆膵外科学 田中 涼太，他
O22―4 胆道癌に対するロボット支援膵頭十二指腸切除術の治療成績

佐賀大学医学部一般・消化器外科 井手 貴雄，他
O22―5 胆道癌術後再発例の検証

新潟県立中央病院外科 青野 高志，他

2026年 10月 17日（土） 第 11会場（4階 小会議室 402）

9：35～10：10 口演 23 胆道腫瘍 外科 2
座長 加藤 厚 千葉県がんセンター

渡邊 常太 愛媛県立中央病院消化器外科
O23―1 肝外胆道癌における術前Rapid Turnover proteinの意義について

東京慈恵会医科大学外科学講座肝胆膵外科 羽村 凌雅，他
O23―2 肝門部領域胆管癌に対する肝切除においてPringle時間が術後肝不全に与える影響

静岡県立静岡がんセンター肝・胆・膵外科 坂下 勝哉，他
O23―3 当院における肝内胆管癌に対する低侵襲肝切除術の検討

大阪国際がんセンター消化器外科 小松 久晃，他
O23―4 遠位胆管癌に対するロボット支援下膵頭十二指腸切除の短期成績：術後回復および補助療法導入時期への

影響
山梨大学医学部外科学講座第1教室 齊藤 亮，他

O23―5 当科における胆管内乳頭状腫瘍（IPNB）切除後の再発症例に関する検討
福島県立医科大学肝胆膵・移植外科学講座 鈴志野聖子，他

2026年 10月 17日（土） 第 11会場（4階 小会議室 402）

10：10～10：55 口演 24 症例 胆道手術
座長 田中 肖吾 和泉市立総合医療センター肝胆膵外科

三浦 孝之 東北大学消化器外科学
O24―1 胆嚢十二指腸瘻を伴う胆石イレウスに対し二期的に腹腔鏡下手術を行った1例

イムス三芳総合病院消化器外科 沼尻 良輝
O24―2 門脈走行異常に対する腹腔鏡下胆のう摘出術

日本医科大学消化器外科 清水 哲也，他
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O24―3 胆嚢外瘻による保存的加療後に腹腔鏡下胆嚢摘出術を行った急性胆嚢炎の1例
社会医療法人杏嶺会一宮西病院外科 大澤 一郎，他

O24―4 完全内臓逆位を伴う胆嚢結石・総胆管結石症に対し腹腔鏡下手術を施行した1例
東北労災病院外科 野村 良平，他

O24―5 機械的砕石具嵌頓およびワイヤー断線を来し，外科的介入を要した総胆管結石嵌頓の1例
製鉄記念八幡病院 谷口 隆之，他

O24―6 悪性腫瘍との鑑別を要した稀な胆道良性腫瘍の2切除例
石切生喜病院外科 宮下 正寛，他

2026年 10月 17日（土） 第 11会場（4階 小会議室 402）

13：50～14：25 口演 25 化学療法 1
座長 田中 麗奈 東京医科大学臨床医学系消化器内科学分野

三宅 隼人 京都府立医科大学消化器内科
O25―1 化学療法により病理学的完全奏功が得られた肝門部胆管癌の一切除例

新古賀病院消化器外科 柿本 忠俊，他
O25―2 肝浸潤を伴う胆嚢癌に対してGC療法後にconversion手術を施行した一例

自治医科大学附属病院消化器一般移植外科 谷口 理丈，他
O25―3 GCD療法が奏効しconversion surgeryを施行した肝門部胆管癌の一例

岡山済生会総合病院 吉成 皐，他
O25―4 胆道癌切除例における術後S-1補助療法の有効性：単施設後方視的検討

栃木県立がんセンター肝胆膵外科 白川 博文，他
O25―5 リンパ節転移陽性胆道癌に対する術前化学療法＋手術の治療成績

東京科学大学肝胆膵外科 石川 喜也，他

2026年 10月 17日（土） 第 11会場（4階 小会議室 402）

14：25～15：00 口演 26 化学療法 2
座長 鎌田 英紀 香川大学医学部消化器・神経内科学

山部 茜子 総合南東北病院
O26―1 治癒切除不能な胆道癌患者に対するイミフィンジの特定使用成績調査最終報告

東北大学大学院消化器外科学 海野 倫明，他
O26―2 ICI治療中にirAE胆管炎と鑑別を要した胆道腫瘍の2例

名古屋市立大学病院肝膵臓内科 冨田 優作，他
O26―3 演題取り下げ
O26―4 胆道癌における免疫チェックポイント阻害薬（ICI）の有効性の検討（単施設）

愛媛県立中央病院消化器内科 兼光 梢，他
O26―5 当院における進行・再発胆道癌に対する免疫チェックポイント阻害薬治療の実臨床成績

滋賀医科大学消化器・一般外科学講座 森 治樹，他
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2026年 10月 17日（土） 第 11会場（4階 小会議室 402）

15：00～15：35 口演 27 化学療法 3
座長 根引 浩子 住友病院消化器センター

三浦 文彦 帝京大学医学部附属溝口病院外科
O27―1 演題取り下げ
O27―2 当院での切除不能胆管癌に対するdurvalumabならびにpembrolizumab併用化学療法の成績の検討

鳥取大学医学部附属病院 山下 太郎，他
O27―3 病理学的完全奏効が得られた切除不能胆道癌の3例

久留米大学医学部外科学講座 赤司 昌謙，他
O27―4 デュルバルマブを含む集学的治療により長期生存が得られている再発胆管癌の2症例

金沢医科大学病院一般・消化器外科 宮田 隆司
O27―5 演題取り下げ

2026年 10月 17日（土） 第 12会場（4階 小会議室 403）

9：00～9：45 口演 28 胆嚢 ドレナージ 2
座長 砂川 宏樹 中頭病院消化器一般外科

松本諒太郎 東北大学大学院医学系研究科消化器病態学分野
O28―1 急性胆嚢炎に対する経乳頭的胆嚢ドレナージの検討

球磨郡公立多良木病院外科 中原 修，他
O28―2 当院での急性胆嚢炎に対するETGBDの有効性と安全性についての検討

東邦大学医療センター大橋病院消化器内科 田島 慎也，他
O28―3 Endoscopic gallbladder stentingを用いたfully-covered self-expandable metallic stent留置後胆嚢炎予防の

有用性
埼玉医科大学国際医療センター消化器内科 濵村 亮輔，他

O28―4 待機的胆嚢摘出術に至る急性胆嚢炎に対するETGBSとPTGBDの治療経過比較―傾向スコアマッチングに
よる総入院日数の検討―

帝京大学医学部附属溝口病院消化器内科 齋藤 剛，他
O28―5 急性胆嚢炎に対するETGBSにおけるPTGBA先行の意義―1ステップ法と2ステップ法の後ろ向き比較―

帝京大学医学部附属溝口病院消化器内科 藤 佑樹，他
O28―6 当院における二期的EGBS困難症例についての検討

大曲厚生医療センター 藤原 純一，他

2026年 10月 17日（土） 第 12会場（4階 小会議室 403）

9：45～10：15 口演 29 ゲノムプロファイリング
座長 松林 宏行 静岡県立静岡がんセンター

山本 有祐 京都府立医科大学消化器外科
O29―1 胆道癌に対する遺伝子パネル検査の現状と治療戦略

東京都立多摩総合医療センター消化器内科 山形 亘，他
O29―2 当院における胆道癌に対する包括的がんゲノムプロファイリング検査の現状

北九州市立医療センター消化器内科 肱岡 真之，他
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O29―3 胆道癌における包括的ゲノムプロファイリングの臨床的意義：単施設34例の検討
愛知医科大学消化器外科 安藤 公隆，他

O29―4 FGFR2融合遺伝子陽性肝内胆管癌に対し集学的治療と逐次的分子標的治療により長期腫瘍制御が得られ
た一例

自治医科大学附属さいたま医療センター一般・消化器外科 佐竹うらら，他

2026年 10月 17日（土） 第 12会場（4階 小会議室 403）

10：15～10：50 口演 30 化学療法 4
座長 森根 裕二 徳島市民病院外科

菅野 良秀 仙台市医療センター仙台オープン病院消化管・肝胆膵
内科

O30―1 GC療法時代からICI期へ変遷した胆道癌に対する化学療法の治療効果
市立豊中病院消化器外科 中島 慎介，他

O30―2 当院における切除不能胆道癌に対するGC±ICI療法の治療成績
日本赤十字社大阪赤十字病院 服部 友哉，他

O30―3 当院における切除不能胆道癌に対するGCD治療例の傾向
島根大学医学部消化器・総合外科 田中 貴之，他

O30―4 胆道癌に対する免疫チェックポイント阻害薬併用化学療法の治療成績と二次治療への影響
愛知県厚生農業協同組合連合会海南病院 橋詰 清孝，他

O30―5 GCD療法後に動脈再建を伴いR0切除を達成した切除不能遠位胆管癌の1例
千葉県がんセンター肝胆膵外科 百武 佳晃，他

2026年 10月 17日（土） 第 12会場（4階 小会議室 403）

13：50～14：25 口演 31 症例 その他 1
座長 河上 洋 宮崎大学医学部消化器内科学

小林慎二郎 聖マリアンナ医科大学消化器・一般外科
O31―1 インドシアニングリーン蛍光胆道造影下に腹腔鏡下嚢胞開窓術を施行した症候性肝嚢胞の1例

千葉県済生会習志野病院外科 中村 祐介，他
O31―2 術前診断に苦慮したMucinous cystic neoplasm of the liver and biliary systemの一例

八尾市立病院消化器内科 岡部 純弥，他
O31―3 低位合流尾状葉胆管枝を伴う膵頭部巨大SCNに対する膵頭十二指腸切除術の1例

岐阜県総合医療センター外科 小森 充嗣，他
O31―4 両側声帯麻痺を主症状として発症したICI関連重症筋無力症・筋炎を呈した肝内胆管癌の1例

大阪大学医学部医学研究科 和辻 晃，他
O31―5 遠位胆管癌として治療されたが，遺伝子解析を契機に膵癌と診断された1例

大阪医科薬科大学一般・消化器外科 富岡 淳，他
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2026年 10月 17日（土） 第 12会場（4階 小会議室 403）

14：25～15：00 口演 32 症例 胆嚢・その他
座長 田島 秀浩 獨協医科大学埼玉医療センター外科

久野木康仁 獨協医科大学医学部 内科学（消化器）講座
O32―1 術前診断に至らなかった胆嚢捻転症の1例

名古屋掖済会病院外科 山口 直哉，他
O32―2 高齢男性に発症した胆嚢捻転の一例

浜松医科大学外科学第二講座 森田 剛文，他
O32―3 妊娠中胆石症5例の検討

藤田医科大学消化器内科 田中 浩敬，他
O32―4 閉塞性黄疸を生じた遠位胆管炎症性繊維性ポリープの一例

神戸労災病院 阿河 杏介，他
O32―5 当科で術前に胆嚢ポリープ（径20ミリ以下）と診断された症例の検討

青森厚生病院外科 渡辺 伸和

2026年 10月 17日（土） 第 12会場（4階 小会議室 403）

15：00～15：35 口演 33 症例 その他 2
座長 岩井 知久 藤沢市民病院消化器内科

亀井 敬子 近畿大学外科肝胆膵部門
O33―1 胆嚢胆管瘻を伴ったMirizzi症候群に対して腹腔鏡手術を施行した1例

兵庫県立丹波医療センター外科 藤田 恒憲，他
O33―2 胆道出血および閉塞性胆管炎を来した肝原発血管肉腫の1剖検例

立川相互病院消化器内科 中谷 渓，他
O33―3 骨髄抑制下胆管炎発症時に肝門部胆管狭窄を呈し短期間で狭窄が改善した1例

東京北医療センター消化器内科 岩田 朋之
O33―4 肝内胆管結石により重症胆管炎を来たし難治性の仮性動脈瘤形成・胆道出血から右肝切除を施行した1例

自治医科大学消化器内科 田中 朗嗣，他
O33―5 心血管手術後に発症し多菌種による菌血症を繰り返したBiliary Cast Syndromeの1例

成田赤十字病院消化器内科 安井 伸


